
第
一
部
　
研
究
論
文

25　　水辺の女　―西川祐信画にみる水流と美人

水
辺
の
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―
西
川
祐
信
画
に
み
る
水
流
と
美
人

山
本
ゆ
か
り　
や
ま
も
と 

ゆ
か
り



 

は
じ
め
に

西
川
祐
信
（
一
六
七
一
～
一
七
五
〇
）
の
肉
筆
美
人
画
に
は
、
背
景
に

水
流
を
描
く
作
品
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
存
在
感
の
あ

る
た
っ
ぷ
り
と
し
た
水
流
が
蛇
行
し
な
が
ら
画
面
を
横
切
る
よ
う
に
描
か
れ

る
。
近
年
、
祐
信
が
描
い
た
新

出
の
二
点
の
肉
筆
画
を
調
査
す

る
機
会
を
得
た
。
と
も
に
水
流

の
畔
に
立
つ
美
人
を
描
く
。
作

品
の
意
味
を
読
み
解
く
う
ち
に
、

水
流
が
単
な
る
絵
の
背
景
と
し

て
描
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
水

流
そ
の
も
の
が
主
題
と
深
く
関

わ
り
、
重
要
な
意
味
を
担
う
こ

と
を
知
っ
た
。
祐
信
に
と
っ
て
水

流
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ

モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
水
流
と
そ
の
畔
に
佇
む
美
人

の
図
像
に
着
眼
し
、
表
現
と
画
題

の
側
面
か
ら
祐
信
肉
筆
画
の
構
造

を
読
み
解
い
て
ゆ
き
た
い
。

 

一
．
ふ
た
つ
の
水
辺
に
佇
む
美
人
図

は
じ
め
に
本
稿
執
筆
の
契
機
と
な
っ
た
二
点
の
祐
信
肉
筆
画
を
紹
介
す

る
。
ひ
と
つ
め
の
作
品
は
水
辺
に
優
美
な
姿
で
佇
む
美
人
を
描
く
も
の
で
、

画
中
に
は
讃
が
あ
る
（
図
１
）。

「
龍
田
川
見
れ
ば
紅
葉
も
散
う
き
ぬ　

我

は
う
き
名
の
な
が
れ
け
る
こ
ろ　

鈴
屋
翁
」

鈴す
ず
の
や
の
お
じ

屋
翁
は
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
～

一
八
〇
一
）の
号
で
、天
明
二
年（
一
七
八
二
）

に
宣
長
が
自
宅
の
二
階
に
増
築
し
た
書
斎

「
鈴
屋
」
の
名
に
由
来
す
る
。
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
に
祐
信
が
没
し
た
と
き
宣
長

は
二
十
一
歳
で
あ
っ
た
が
、
年
若
い
宣
長

が
祐
信
と
直
接
会
い
、
讃
を
入
れ
た
の
で

は
な
い
。
増
築
後
に
使
用
し
た
宣
長
の
初

老
以
後
の
号
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、

祐
信
没
後
の
後
讃
で
あ
る

1
。

宣
長
は
こ
の
水
流
を
龍
田
川
と
み
な
し
て

着
讃
す
る
。
確
か
に
水
流
に
紅
葉
の
流
れ
る

さ
ま
を
描
く
場
合
、
ま
ず
歌
枕
・
龍
田
川
と

解
す
る
の
が
常
套
で
あ
る

2
。
龍
田
川
を
流
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●右／図１：西川祐信筆「六月祓図」（個人蔵）
●左／図２：西川祐信画『絵本筑波山』（国立国会

図書館蔵）



れ
る
紅
葉
の
図
様
は
、
九
世
紀
後
半
に
は
屏
風
に

描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
『
古
今
和
歌
集
』（
秋
歌

下
、
歌
番
号
二
九
三
）
の
詞
書
か
ら
知
ら
れ
、
や

ま
と
絵
の
典
型
的
な
画
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
画
中
に
流
れ
る
葉
は
紅
葉
で

は
な
く
、
緑
に
彩
ら
れ
た
青
葉
で
あ
る
。
こ

の
疑
問
を
解
く
鍵
が
、
祐
信
絵
本
に
見
出
せ

た
。
祐
信
の
『
絵
本
筑
波
山
』（
享
保
十
五
年

〈
一
七
三
〇
〉）
に
「
六

み
な
づ
き
の
は
ら
え

月
祓
」
と
題
し
、「
み
な

か
み
も
あ
ら
ぶ
る
心
あ
ら
じ
か
し　

波
も
な
ご

し
の
は
ら
ひ
し
つ
れ
ば
」
と
い
う
、
伊
勢
大
輔

（
九
八
九
年
頃
～
一
〇
六
〇
年
頃
？
）
の
詠
歌
と

歌
意
絵
が
載
る
の
で
あ
る
（
図
２
）。
美
人
が
水

辺
に
佇
む
姿
、
水
流
の
図
様
は
祐
信
の
肉
筆
画

（
図
１
）
と
大
き
く
重
な
る
。
異
な
る
点
は
『
絵
本
筑
波
山
』
で
は
美
人
に
付

き
添
う
侍
女
が
、
六
月
祓
の
際
に
身
体
を
ぬ
ぐ
っ
て
汚
れ
を
移
し
、
川
に
流
す

「
撫な

で

物も
の

」
と
呼
ば
れ
る
品
々
を
持
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
撫

物
の
な
か
に
は
葉
が
あ
り
、
川
に
も
葉
の
流
れ
る
様
子

が
見
え
る
。
こ
の
葉
は
祓
の
際
の
撫
物
に
使
わ
れ
た
麻

の
葉
で
あ
ろ
う
。
麻
の
葉
は
開
い
た
手
の
よ
う
な
か
た

ち
を
し
て
お
り
、
夏
に
は
青
々
と
し
た
葉
が
繁
る
。

『
絵
本
筑
波
山
』
に
照
ら
す
と
、
こ
の
肉
筆
画
作
品

は
秋
の
「
龍
田
川
」
を
描
く
の
で
は
な
く
、
夏
の
「
六

月
祓
」
を
主
題
と
し
、
さ
ら
に
描
か
れ
た
美
人
に
は
伊

勢
大
輔
と
い
う
平
安
期
の
女
流
歌
人
の
姿
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
、
と
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。「
六
月
祓
」
を

画
題
と
す
る
祐
信
の
別
の
肉
筆
画
作
品
も
あ
り
、『
絵

本
筑
波
山
』
の
画
面
に
少
女
を
加
え
た
三
人
の
女
性
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

　

ふ
た
つ
め
の
作
品
は
同
様
に
水
流
の
畔
に
佇
む
美
人
を
描
く
が
、
傍
ら
に

し
ゃ
が
む
少
女
が
、
茶
筅
の
先
を
水
流
に
浸
す
よ
う
な
仕
草
を
す
る
点
が
特
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*

*

*1

本
図
の
宣
長
の
着
讃
に
つ
い
て
本
居
宣
長
記
念
館
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
真
贋
の
確
実
な
判
定
は
不
可
能
な
が
ら
、
寛
政
末
年
頃
の
筆
跡
で
運
筆
な
ど
に
疑
う
要
素

は
見
当
た
ら
な
い
、
と
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
照
会
に
あ
た
り
吉
田
悦
之
館
長
に
お
世
話
に
な
り
深
謝
い
た
し
ま
す
。

*

*

*2

執
筆
者
は
当
初
本
作
を
龍
田
川
主
題
と
み
な
し
、「
龍
田
川
畔
美
人
図
」
と
題
し
て
『
國
華
清
話
会
会
報
』
第
十
三
号
（
國
華
社
、二
〇
〇
九
年
）
に
解
説
を
掲
載
し
た
。

そ
の
後
本
作
は
府
中
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
三
都
画
家
く
ら
べ
」
展
（
二
〇
一
二
年
）
に
同
じ
題
で
出
品
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
改
め
て
画
題
を
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。

●図３：西川祐信筆「六月祓図」（太田記念美術館蔵）



異
に
映
る
作
例
で
あ
る（
図
４
）。
こ
の
仕
草
の
意
味
を
明
か
す
手
掛
か
り
が
、

八
文
字
屋
本
浮
世
草
子
『
傾
城
色
三
味
線
』（
元
禄
十
四
年
〈
一
七
〇
一
〉）

の
本
文
に
あ
っ
た
。
持
ち
物
の
扇
の
図
柄
を
説
明
し
て
、「
我
ら
が
持
し
は

十
一
本
骨
の
、
ゆ
う
せ
ん
が
絵
に
、
ゆ
く
水
に
茶
筅
を
書
い
て
、
な
が
れ
を

た
て
る
と
い
ふ
古
事
じ
ゃ
」
と
い
う
一
節
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る

3
。

「
流
れ
を
立
て
る
」
と
は
流
れ
の
道
を
守
り
、
遊
女
の
意
気
地
を
立
て
と

お
す
、
遊
女
と
し
て
の
生
活
を
す
る
、
と
い
う
意
味
を
も
つ

4
。『
曾
我
物
語
』

巻
五
「
五
郎
、女
に
情
か
け
し
事
」
の
な
か
に
、遊
女
の
こ
と
を
指
し
て
「
な

が
れ
を
た
つ
る
あ
そ
び
者
、
た
の
む
べ
き
に
は
あ
れ
ね
共
、
世
に
有
身
な
ら

ば･･･

」
と
記
す
一
節
が
あ
り
、
中
世
に
は
す
で
に
こ
の
故
事
が
成
立
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
図
は
行
く
水
を
茶
筅
で
立
て
る
、
す
な
わ
ち
遊
女
と
し
て

生
き
る
と
い
う
、
画
中
の
美
人
の
境
涯
を
主
題
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
判
明

す
る
。『
傾
城
色
三
味
線
』
の
挿
絵
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
祐
信
は
、
こ

の
遊
女
の
故
事
を
当
然
知
っ
て
い
て
、
後
の
肉
筆
画
の
制
作
に
取
り
入
れ
た

の
だ
ろ
う

5
。

『
傾
城
色
三
味
線
』
の
本
文
に
「
ゆ
う
せ
ん
が
絵
に
」
と
あ
る
の
は
、
天

和
（
一
六
八
一
～
八
四
）
か
ら
元
禄
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
の
頃
、
京

都
で
活
躍
し
た
扇
絵
師
・
宮
崎
友
禅
（
生
没
年
不
詳
）
が
描
い
た
扇
の
絵
の

こ
と
を
指
す
。
行
く
水
に
茶
筅
を
描
い
た
と
い
う
友
禅
の
扇
面
画
の
図
様
が
、

『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』（
貞
享
五
年
〈
一
六
八
八
〉）
に
見
出
せ
た
。
本
書
は
友

禅
に
師
事
し
た
と
い
う
友
尽
斎
清
親
と
い
う
人
物
が
、
友
禅
風
模
様
を
雛
形

本
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
袖
の
雛
形
に
ま
じ
り
、
友
禅
風
模
様
の

扇
絵
雛
形
が
並
ぶ
。
そ
の
な
か
に
「
な
か
れ
を
た
つ
る
」
と
書
か
れ
て
、
蛇
行

す
る
水
流
に
五
つ
の
茶
筅
が
取
り
合
わ
さ
れ
る
扇
絵
雛
形
が
載
る
（
図
５
）

6
。

扇
に
描
か
れ
た
蛇
行
し
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
の
か
た
ち
は
、
祐
信
画
の
水
流
の

か
た
ち
と
重
な
る
。
遊
女
の
故
事
、
水
流
の
か
た
ち
、
茶
筅
な
ど
、
祐
信
が
描

く
こ
の
肉
筆
画
に
は
友
禅
意
匠
と
の
親
近
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

遊
女
の
こ
と
を
「
流な

が
れ
め女
」
と
も
い
う
。
流
れ
の
人
、
流
れ
の
身
、
流
れ
の

君
な
ど
、
遊
女
を
表
す
こ
と
ば
に
は
「
流
れ
」
を
冠
し
た
漂
泊
者
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
平
安
時
代
末
期
に
編
ま
れ
た
『
梁
塵
秘
抄
』
に
、

「
常
に
恋
す
る
は
、
空
に
は
織た

な
ば
た女
流よ
ば
ひ
ぼ
し
星
、
野
辺
に
は
山
鳥
秋
は
鹿
、
流
れ
の

君き
ん

達だ
ち

冬
は
鴛を

鴦し

」（
巻
二
、四
句
神
歌
、
歌
番
号
三
三
四
）
と
謡
う
今
様
歌
が

あ
り
、常
に
恋
す
る
も
の
と
し
て
「
流
れ
の
君
達
」（
遊
女
た
ち
）
が
あ
が
る
。

遊
女
の
定
め
な
き
境
涯
を
「
流
れ
」
と
重
ね
、
そ
こ
に
「
無
常
観
」
を
読
み
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●図４：西川祐信筆「遊女と茶筅図」（個人蔵）



取
り
、「
無
常
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
流
れ
行
く
水

を
捉
え
る
見
方
も
あ
る

7
。
水
流
は
遊
女
の
身
の
上

の
儚
さ
を
象
徴
し
、「
流
女
」
と
し
て
の
遊
女
の
命
運

を
表
す
。
本
図
の
主
題
に
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
も
導

か
れ
る
だ
ろ
う
。

二
．
水
流
表
現
の
特
徴 

―
水
流
の
蛇
行
と
抽
象
化

祐
信
の
肉
筆
画
に
描
か
れ
る
水
流
が
、
絵
の
主
題

と
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
を
ふ
た
つ
の
作
品
を
通

じ
て
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
祐
信
画
の
水
流
の
か
た
ち
に
着
眼
し
、
表
現

の
側
面
か
ら
祐
信
画
を
か
た
ち
づ
く
る
意
識
の
解
明
を
試
み
た
い
。

祐
信
の
肉
筆
画
で
水
流
を
背
景
に
描
く
作
品
は
、
紹
介
し
た
三
作
品
の
ほ

か
に
、
確
認
さ
れ
た
範
囲
で
次
の
も
の
が
あ
る
。

「
春
の
野
遊
図
」（
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
美
術
館
蔵
）

「
四
季
風
俗
図
巻
」（
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
蔵
）

「
美
人
蛍
狩
図
」（
扇
面
）（
太
田
記
念
美
術
館
蔵
）

「
茸
狩
り
図
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）

「
遊
女
と
茶
筅
図
」（
同
画
題
作
品
、
個
人
蔵
）

「
高
士
と
美
人
図
（
久
米
仙
人
図
）」（
個
人
蔵
）

「
久
米
仙
人
図
」（
日
本
浮
世
絵
博
物
館
蔵
）

祐
信
画
に
見
ら
れ
る
水
流
表
現
は
、
蛇
行
し
な
が
ら

画
面
を
大
き
く
横
切
り
、
絵
の
ふ
ち
で
流
れ
が
大
胆
に

断
ち
切
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
水
流
が
抽
象
化
さ
れ
て
お
り
、
具
体

的
な
水
辺
の
景
観
を
描
写
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
薄
い
。
水
辺
に
あ
る
岩
や
水

草
や
苔
の
た
ぐ
い
は
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
て
、
自
然
に
目
に
す
る
水
辺
の
景
観
と

は
異
質
な
世
界
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
蛇
行
す
る
水
の
流
れ
が
主
役
で
、
水
辺
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*

*

*3

『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』（『
八
文
字
屋
本
全
集
』
第
一
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
、
一
七
八
頁
）。
傍
線
は
執
筆
者
に
よ
る
。

*

*

*4

「
な
が
れ
を
立
て
る
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
八
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
版
、
二
〇
九
頁
）

*

*

*5

同
画
題
で
構
図
が
異
な
る
祐
信
肉
筆
画
が
あ
り
、『
國
華
清
話
会
会
報
』
第
十
八
号
（
國
華
社
、
二
〇
一
一
年
）
で
紹
介
し
た
。
人
気
画
題
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

*

*

*6

『
小
袖
模
様
雛
形
本
集
成
』（
一
）（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
四
年
）
収
載
本
を
参
照
。

*

*

*7

佐
伯
順
子
『
遊
女
の
文
化
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
、
一
三
八
～
一
四
四
頁
）

●図５：『友禅ひいなかた』「なかれをたつる」



を
形
成
す
る
自
然
界
の
諸
要
素
は
排
除
さ
れ

る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
よ
う
に
抽
象
化
さ
れ

蛇
行
す
る
水
流
表
現
が
ど
こ
に
由
来
す
る
の

か
を
、
祐
信
以
前
に
描
か
れ
た
作
品
か
ら
検

討
す
る
。

① 

菱
川
師
宣

菱
川
師
宣
（
？
～
一
六
九
四
）
が
描
く

肉
筆
画
巻
の
九
月
の
場
面
に
、
平
面
的
な

背
景
に
蛇
行
す
る
水
流
が
漂
う
よ
う
に
表

さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
（
図
６
）。
ま
た
無

款
な
が
ら
師
宣
筆
が
推
定
さ
れ
る
肉
筆
画

帖
の
花
鳥
画
の
背
景
や
、『
伊
勢
物
語
』
第

六
十
九
段
「
狩
の
使
」
を
主
題
と
す
る
画

面
の
庭
の
景
物
に
、
蛇
行
し
抽
象
化
さ
れ

た
水
流
が
見
え
る（
図
７
）。
版
本
で
は『
美

人
絵
づ
く
し
』（
天
和
三
年
〈
一
六
八
三
〉）

の
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
「
河
内
越
」

の
場
面
に
、
庭
を
蛇
行
し
な
が
ら
水
の
流

れ
る
さ
ま
が
認
め
ら
れ
る
（
図
８
）。
伊
勢

物
語
絵
に
鑓
水
型
の
水
流
が
描
か
れ
、
古

典
画
題
と
蛇
行
す
る
水
流
モ
テ
ィ
ー
フ
と

の
間
に
あ
る
親
近
性
が
見
え
隠
れ
す
る
。

師
宣
に
関
わ
る
作
品
の
な
か
に
は
、
蛇
行

し
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
が
、
祐
信
に
先
行

し
て
描
か
れ
る
点
が
確
認
で
き
る
。

② 

宮
崎
友
禅

師
宣
の
晩
年
に
あ
た
る
元
禄
期
前
期
は
、

京
都
で
宮
崎
友
禅
が
扇
や
小
袖
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
先
に
祐
信

の
肉
筆
画
に
は
、
友
禅
の
描
い
た
扇
の
意

匠
と
通
底
す
る
要
素
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
で
は
友
禅
が
描
く
水
流
と
は
ど
の

よ
う
な
表
現
で
あ
っ
た
の
か
。
師
宣
に
ひ

き
つ
づ
き
、
天
和
・
元
禄
文
化
の
な
か
に

現
れ
た
水
流
表
現
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

友
禅
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
扇
が
流
行
し
て

い
た
状
況
は
、
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

が
伝
え
る
。
そ
の
初
出
は
西
鶴
の
『
好
色

一
代
男
』（
天
和
二
年
〈
一
六
八
二
〉）
で
、

巻
七
「
末
社
ら
く
遊
び
」
の
な
か
に
通
人

の
持
ち
物
と
し
て
、「
扇
も
十
二
本
祐
善（
友

禅
）
が
浮
世
絵
」
と
書
か
れ
る
。
友
禅
は
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●右・中／図７：無款（菱川
師宣筆）「花鳥風俗画帖」
より（個人蔵）

●左／図８：菱川師宣画『美
人絵づくし』（大英博物館
蔵）

●上／図６：菱川師宣筆「十 
二ヵ月風俗図巻」九月（静
嘉堂文庫美術館蔵）



は
じ
め
扇
絵
で
名
を
成
す
が
、
人
気
に
あ
や
か
り

小
袖
意
匠
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
る

8
。
先
に
水

流
に
茶
筅
を
取
り
合
わ
せ
た
扇
絵
を
紹
介
し
た
が
、

そ
の
図
が
収
載
さ
れ
る
『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』（
貞

享
五
年
〈
一
六
八
八
〉）
に
は
友
禅
風
模
様
の
小
袖

雛
形
も
載
る
。「
水
に
山
吹
」
と
名
付
け
ら
れ
た
小

袖
意
匠
は
、
蛇
行
し
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
に
山
吹

を
取
り
合
わ
せ
、
祐
信
が
描
く
水
流
表
現
に
近
い

先
行
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（
図
９
）。

さ
ら
に
友
禅
直
筆
の
小
袖
雛
形
本
『
餘よ

せ
い情
ひ
な

か
た
』（
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉）
に
も
、
共
通

す
る
水
流
の
か
た
ち
が
複
数
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

「
駒
と
め
て
」
と
題
さ
れ
た
小
袖
意
匠
（
図
10
）
は
、

「
六
玉
川
」
の
う
ち
の
「
井
出
の
玉
川
」
を
主
題

と
し
、
藤
原
俊
成
（
一
一
一
四
～
一
二
〇
四
）
の

著
名
な
和
歌
「
駒
と
め
て
な
お
水
飼
は
む
山
吹
の　

花
の
露
添
ふ
井
出
の
玉
川
」
の
歌
意
を
表
す
。
そ

こ
に
は
水
流
、
山
吹
、
馬
具
の
鐙あ

ぶ
み
が
配
さ
れ
る
だ

け
で
あ
る
が
、
歌
意
を
象
徴
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、

こ
の
水
流
を
歌
枕
「
井
出
の
玉
川
」
と
暗
示
す
る
。

蛇
行
す
る
水
流
が
端
で
断
ち
切
ら
れ
る
構
図
は「
六

月
祓
図
」（
図
１
）
に
反
転
し
て
認
め
ら
れ
、
祐
信

画
へ
の
影
響
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

ま
た
同
じ
雛
形
本
に
あ
る
「
朧
清
水
」
と
題
さ

れ
た
意
匠
は
、
水
流
に
草
と
蝶
を
取
り
合
わ
せ
る

（
図
11
）。
ま
る
で
判
じ
物
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

の
意
匠
の
意
味
も
和
歌
に
あ
る
よ
う
だ
。「
朧
清
水
」

と
は
、
京
都
の
大
原
・
寂
光
院
に
あ
る
歌
枕
と
し

て
親
し
ま
れ
た
清
水
で
、
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一

～
一
一
一
一
）
が
「
泉
」
の
題
で
詠
ん
だ
和
歌

「
八や

重え

葎む
ぐ
らし
け
み
が
下
に
む
す
ぶ
て
ふ　

朧
の
清
水

夏
も
し
ら
れ
ず
」
の
歌
意
を
意
匠
化
し
た
も
の
と

解
釈
す
る
。
八
重
葎
と
は
雑
草
の
こ
と
。「
泉
」
と

い
う
題
で
詠
ま
れ
た
和
歌
を
意
匠
化
す
る
際
に
、

蛇
行
し
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
が
描
か
れ
る
、
と
い

う
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

『
餘
情
ひ
な
か
た
』
に
あ
る
友
禅
の
小
袖
意
匠
に

は
、「
沢
河
骨
模
様
」「
花
紅
葉
」「
水
稲
模
様
」
な
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*

*

*8

友
禅
に
つ
い
て
は
、
丸
山
伸
彦
『
江
戸
モ
ー
ド
の
誕
生
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

●中／図 10：『餘情ひなかた』「駒とめて」（東京藝術大学附属図書館蔵）
●左／図 11：『餘情ひなかた』「朧清水」（東京藝術大学附属図書館蔵）

●右／図９：『友禅ひいなかた』「水に山吹」



ど
と
題
さ
れ
て
、
蛇
行
し
な
が
ら
小
袖
背
面
を

大
き
く
横
切
る
水
流
に
、
河
骨
や
花
紅
葉
、
稲

な
ど
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
添
え
て
意
匠
化
す
る
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
。
意
匠
は
い
ず
れ
も
モ
テ
ィ
ー

フ
が
絞
ら
れ
単
純
化
さ
れ
る
。
単
純
化
さ
れ
た

モ
テ
ィ
ー
フ
を
小
袖
意
匠
と
し
て
ど
う
効
果
的

に
配
置
す
る
か
、
そ
の
構
成
の
妙
が
友
禅
意
匠

の
魅
力
と
も
な
っ
て
い
る
。

祐
信
の
水
流
表
現
の
特
徴
は
、
水
辺
の
景
物

の
詳
細
な
絵
画
的
描
写
に
関
心
が
向
く
の
で
は

な
く
、
蛇
行
の
仕
方
、
水
流
の
断
ち
切
り
方
な

ど
、
効
果
的
な
水
の
配
置
や
画
中
で
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
が
払
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
の
源
流
に
は
、
友
禅
の
意
匠
感
覚
か
ら
の
影
響
を
考
慮

す
る
必
要
を
感
じ
る
。

③ 

琳
派

元
禄
か
ら
正
徳
（
一
七
一
一
～
一
六
）
の
頃
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八

～
一
七
一
六
）
が
京
都
で
活
躍
し
て
い
た
。
抽
象
化
さ
れ
た
蛇
行
す
る
水

流
の
か
た
ち
は
、
琳
派
の
作
品
に
例
が
多
い
。
例
え
ば
光
琳
が
描
く
「
定

家
詠
十
二
ヵ
月
和
歌
花
鳥
図
」
の
な
か
に
、
十
一
月
の
花
鳥
で
あ
る
千
鳥

と
枇
杷
を
題
と
す
る
歌
意
絵
が
あ
る
（
図
12
）。
藤
原
定
家
（
一
一
六
二

～
一
二
四
一
）
の
和
歌
は
「
冬
の
日
は
木こ

草ぐ
さ

の
こ
さ
ぬ
霜
の
色
を　

は
が

へ
ぬ
枝
の
花
ぞ
ま
が
ふ
る
（
枇
杷
）」「
千
鳥
な
く
か
も
の
河
せ
の
夜
は

の
月　

ひ
と
つ
に
み
が
く
山
あ
ゐ
の
袖
（
千
鳥
）」
と
詠
む
も
の
で
あ
る
。

千
鳥
を
題
と
す
る
歌
で
は
、
千
鳥
が
寒
々
と
啼
く
賀
茂
川
の
瀬
に
月
が
射

し
、
そ
の
光
は
賀
茂
臨
時
祭
の
神
人
の
袖
に
も
映
じ
、
山
藍
の
染
め
色
と

ひ
と
つ
に
な
っ
て
光
彩
を
添
え
て
い
る
、
と
冬
の
光
景
を
詠
む
。
光
琳
が

こ
の
歌
意
絵
で
描
い
た
水
流
は
、
定
家
の
歌
に
詠
ま
れ
た
鴨
川
で
あ
る
。

光
琳
作
品
に
は
ほ
か
に
も
菊
と
流
水
を
描
い
た
団
扇
な
ど
、
水
流
の
意

匠
化
と
抽
象
化
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
例
を
目
に
す
る
。
元
和
か
ら
元

禄
を
経
て
正
徳
へ
と
京
都
を
拠
点
に
活
躍
し
た
友
禅
、
光
琳
、
祐
信
に
は
、

水
流
表
現
を
見
る
と
同
じ
時
代
の
感
性
が
通
底
す
る
さ
ま
が
感
じ
取
れ
る

の
で
あ
る
。
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●図 12：尾形光琳筆「定家詠十二ヵ月和歌花鳥図押絵貼屏風」
十一月（静嘉堂文庫美術館蔵）



そ
し
て
蛇
行
し
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
を
描
く
最
も
有
名
な
作
品
が
、
光
琳

の
「
紅
白
梅
図
屏
風
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
元
禄
か
ら
正
徳
期
の
水
流
表
現
は
こ
の
作
品
の
完
成
で
ひ
と
つ

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
水
流
へ
の
愛
着
は
、
光
琳
の
後
継
者
で
あ
る
深
江
芦
舟

（
一
六
九
九
～
一
七
五
七
）
に
引
き
継
が
れ
、
古
典
を
題
材
と
す
る
作

品
の
な
か
で
モ
テ
ィ
ー
フ
化
さ
れ
て
い
く
。
芦
舟
は
宗
達
や
光
琳
の
画

風
を
慕
い
、
十
八
世
紀
前
半
期
、
祐
信
と
同
時
期
に
活
躍
す
る
絵
師
で

あ
る
。『
伊
勢
物
語
』の
段
を
描
く
芦
舟
の「
蔦
の
細
道
図
屏
風
」に
は
、

蛇
行
し
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
（
図
13
）。
そ

の
後
も
水
流
表
現
は
琳
派
の
絵
師
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
酒
井
抱
一

（
一
七
六
一
～
一
八
二
八
）
を
は
じ
め
と
し
、
抱
一
を
継
い
だ
鈴
木
其

一
（
一
七
九
六
～
一
八
五
八
）
な
ど
、
琳
派
の
心
を
継
ぐ
絵
師
た
ち
に

よ
っ
て
、
水
流
が
取
り
込
ま
れ
た
多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。

で
は
蛇
行
す
る
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
表
現
は
、
ど
の
よ
う
な
絵
画

を
淵
源
と
し
て
い
る
の
か
を
、
光
琳
の
絵
画
を
さ
ら
に
遡
っ
て
検
証
を

進
め
た
い
。

④ 

蛇
行
す
る
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
表
現
の
淵
源

「
渓
流
に
花
木
図
屏
風
」（
図
14
）
は
、
十
七
世
紀
後
半
期
を
主
た

る
活
躍
期
と
す
る
、
宗
達
後
継
者
の
絵
師
が
描
い
た
と
推
測
さ
れ
る
作

品
で
あ
る
。
蛇
行
す
る
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
が
、
両
隻
を
横
断
す
る

よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
。
川
辺
の
景
色
の
詳
細
は
描
写
さ
れ

ず
、
平
面
的
な
背
景
に
漂
う
か
の
よ
う
に
水
が
流
れ
、
そ
の
畔
に
花
木

が
配
置
さ
れ
る
。
中
世
や
ま
と
絵
屏
風
に
見
ら
れ
る
古
様
さ
を
指
摘
さ
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●図 13：深江芦舟筆「蔦の細道図屏風」部分（クリーブランド美術館蔵）



れ
る
作
品
で
あ
る

9
。

抽
象
的
な
水
流
と
そ
れ
を
取

り
巻
く
よ
う
に
花
木
が
構
成
さ

れ
る
作
品
の
淵
源
を
さ
ら
に
辿

る
と
、
室
町
時
代
の
や
ま
と
絵

屏
風
、
例
え
ば
「
四
季
花
木
図

屏
風
」
の
よ
う
な
作
品
に
行
き

着
く
（
図
15
）。
抽
象
化
さ
れ
た

水
辺
に
花
木
や
岩
な
ど
が
配
さ

れ
る
本
図
は
、
一
五
〇
〇
年
前

後
頃
の
土
佐
派
作
品
と
推
測
さ

れ
て
い
る

10
。
光
琳
の
「
紅
白

梅
図
屏
風
」
―
水
流
に
花
木
を

配
す
る
作
品
―
に
先
行
す
る
の

が
、
こ
の
よ
う
な
花
木
を
描
く

や
ま
と
絵
屏
風
で
あ
り
、
光
琳

を
室
町
時
代
の
や
ま
と
絵
の
正

統
的
な
後
継
者
と
す
る
見
方
も

提
示
さ
れ
て
い
る

11
。
こ
の
作

品
に
は
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二

～
七
四
）
が
「
土
佐
光
信
筆
」

と
紙
中
極
め
を
書
き
入
れ
て
お

り
、
探
幽
が
活
躍
し
た
江
戸
時

代
前
期
に
室
町
時
代
の
花
木
図

が
見
直
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
る

12
。

そ
の
紙
中
極
め
を
書
い
た
狩

野
探
幽
も
、
蛇
行
し
抽
象
化
さ
れ

た
水
流
を
画
中
に
描
い
て
い
る

（
図
16
）。
こ
の
作
品
は
年
代
考

証
に
よ
り
、
明
暦
（
一
六
五
五
～

一
六
五
八
）か
ら
万
治（
一
六
五
八

～
六
一
）
年
間
頃
の
制
作
が
一
説

に
推
定
さ
れ
て
い
る

13
。
江
戸
時

代
前
期
の
狩
野
派
の
や
ま
と
絵

へ
の
思
慕
が
示
唆
さ
れ
る
一
例

で
あ
る
。

や
ま
と
絵
の
画
派
で
あ
る
土

佐
派
の
絵
師
も
、
探
幽
と
同
時

代
に
伝
統
的
な
水
流
表
現
を
取

り
入
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

土
佐
光
起
（
一
六
一
七
～
九
一
）

が
描
い
た
屏
風
絵
は
水
流
が
大

き
く
蛇
行
し
て
画
面
を
横
切
り
、
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●左上／図 14：「渓流に花木図屏風」部分（メトロポリタン美術館蔵、ART RESOURCE）
●右上／図 15：「四季花木図屏風」右隻（出光美術館蔵）
●下／図 16：狩野探幽筆「桐鳳凰図屏風」右隻（サントリー美術館蔵）

図版は『国華』1258 号（国華社、2000 年）参照のこと



構
図
の
骨
格
を
支
え
て
い
る
（
図
17
）。

制
作
は
落
款
に
よ
り
承
応
三
年
か
ら
元
和

元
年
（
一
六
五
四
～
八
一
）
が
推
定
さ
れ

て
お
り

14
、
十
七
世
紀
後
半
期
に
さ
ま
ざ

ま
な
画
系
に
属
す
る
絵
師
た
ち
が
、
や
ま

と
絵
の
水
流
表
現
を
思
慕
す
る
よ
う
な
作

例
を
制
作
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
。

伝
土
佐
光
信
筆
の
室
町
時
代
の
絵
巻

に
庭
の
遣
水
と
し
て
描
く
例
も
見
ら
れ

る
（
図
18
）。
水
流
表
現
の
淵
源
を
辿
れ

ば
や
ま
と
絵
に
行
き
着
き
、
蛇
行
す
る
抽

象
化
さ
れ
た
水
流
は
、
や
ま
と
絵
の
伝
統

の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
モ
テ
ィ
ー
フ
で

あ
り
、
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
祐
信
の
美
人
画
の
な
か
に

描
か
れ
た
水
流
の
か
た
ち
は
、
そ
の
淵
源

を
辿
る
と
や
ま
と
絵
に
行
き
着
く
と
捉
え

た
い
。

絵
師
は
水
と
い
う
不
定
形
の
素
材
に
絵

と
し
て
の
か
た
ち
を
与
え
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
試
み
て
き
た
こ
と
だ
ろ

う
。
早
川
聞
多
氏
は
、
江
戸
時
代
の
絵
師

た
ち
が
取
り
組
ん
だ
水
表
現
の
諸
相
を
紹

介
し
て
い
る

15
。
絵
師
た
ち
は
変
幻
自
在

に
か
た
ち
を
変
形
さ
せ
て
、
水
表
現
の
可

能
性
を
追
求
し
た
。
狩
野
派
の
絵
師
・
林

守
篤
が
編
纂
し
た
絵
手
本
『
画
筌
』（
享

保
六
年
〈
一
七
二
一
〉）
に
は
、
漢
画
の
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*

*

*9

河
合
正
朝
「
渓
流
に
花
木
図
屏
風
」
作
品
解
説
（『
琳
派
』
第
一
巻
、
紫
紅
社
、
一
九
八
九
年
、
図
六
〇
）

*

*

*10

黒
田
泰
三
「
四
季
花
木
図
」
作
品
解
説
（『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
展
覧
会
図
録
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年
、
図
一
〇
）

*

*

*11

玉
蟲
敏
子
「
紅
白
梅
図
屏
風
」
作
品
解
説
（『
琳
派
』
第
二
巻
、
紫
紅
社
、
一
九
九
〇
年
、
図
四
）

*

*

*12

前
掲
注
十
一
（
玉
蟲
氏
解
説
）

*

*

*13

榊
原
悟
「
狩
野
探
幽
筆
桐
鳳
凰
図
屏
風
」（『
國
華
』
一
二
五
八
号
、
國
華
社
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

*

*

*14

「
春
秋
花
鳥
図
屏
風
」
作
品
解
説
（『
や
ま
と
絵
』
展
覧
会
図
録
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
三
年
、
図
一
一
四
）

*

*

*15

早
川
聞
多
「「
水
」
を
描
く
―
江
戸
絵
画
と
水
」（『
人
と
水
』
第
五
号
、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
八
年
）

●上／図 17：土佐光起筆「春秋花鳥図屏風」右隻（頴川美術館蔵）
●下／図 18：伝土佐光信筆「うたたね草紙絵巻」部分（国立歴史民俗博物館蔵）



筆
法
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
水
表
現
の
手
本
・
型
が
並
ぶ
。
早
川
氏
は
中
国
と

は
異
な
る
日
本
独
自
の
水
表
現
へ
の
拘
り
を
指
摘
す
る
。
瀧
、
波
、
大
河
、

小
川
、
海
、
湖
、
鑓
水
、
水
路
、
い
ろ
い
ろ
な
水
の
か
た
ち
が
あ
る
。
水
の

表
現
方
法
は
ひ
と
つ
で
は
な
く
、
水
流
を
描
く
場
合
で
も
異
な
る
画
法
を
採

る
場
合
も
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
水
流
表
現
の
方
法
や
型
が
あ
る
な
か
で
、
祐
信
の
描
く
水
流

に
は
明
ら
か
に
ひ
と
つ
の
時
代
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
後
半
期
に

や
ま
と
絵
を
思
慕
す
る
な
か
で
描
か
れ
た
水
流
の
描
き
方
の
余
香
を
汲
む
。

そ
の
な
か
で
も
水
流
の
切
り
取
り
方
な
ど
、
特
に
友
禅
の
描
く
小
袖
意
匠
の

水
流
と
感
覚
を
通
底
さ
せ
て
い
た
。
祐
信
の
肉
筆
画
は
正
徳
（
一
七
一
一
～

一
六
）か
ら
享
保（
一
七
一
六
～
三
六
）頃
を
制
作
の
上
限
に
想
定
さ
れ
る
が
、

十
七
世
紀
後
半
期
を
中
心
と
す
る
前
の
世
代
の
絵
師
の
水
流
表
現
を
慕
う
。

そ
の
一
方
で
水
辺
に
佇
む
美
人
の
姿
に
は
十
八
世
紀
前
半
期
的
な
当
世
風
の

新
し
い
か
た
ち
を
与
え
る
。
水
辺
の
美
人
図
に
は
新
旧
二
つ
の
層
に
よ
っ
て

か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
、
祐
信
肉
筆
画
の
構
造
が
露
呈
し
て
見
え
る
よ
う
で
あ

る
。こ

こ
で
表
現
の
検
討
を
離
れ
て
、
祐
信
画
に
描
か
れ
た
水
流
が
意
味
す
る

画
題
や
内
容
の
検
討
に
移
り
た
い
。

三
．
水
流
を
め
ぐ
る
文
脈

① 

春
と
水
流

先
に
「
六
月
祓
図
」
と
「
流
れ
を
立
て
る
」
と
い
う
遊
女
の
故
事
を
主
題

と
す
る
肉
筆
画（
仮
に「
遊
女
と
茶
筅
図
」と
す
る
）の
画
題
を
検
討
し
た
が
、

ほ
か
の
祐
信
肉
筆
画
に
描
か
れ
る
水
流
の
意
味
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
祐
信

の
画
題
的
な
作
画
傾
向
を
探
っ
て
ゆ
く
。

祐
信
の
肉
筆
画
に
、
蓮
華
草
が
咲
く
野
辺
に
水
が
流
れ
、
そ
の
畔
に
佇
む

美
人
を
描
く
作
品
が
あ
る
（
図
19
）。
春
、
野
原
、
草
花
、
水
流
と
い
っ
た

モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
か
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
「
若
菜
摘
み
」（
春
の
野
辺
に
出

て
若
菜
〈
春
先
に
萌
え
出
る
蔬
菜
〉
を
摘
む
こ
と
）
に
画
題
の
意
味
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
た
い
。

祐
信
の
『
絵
本
寝
覚
種
』（
寛
保
四
年
〈
一
七
四
四
〉）
の
な
か
に　

美

人
た
ち
が
春
の
水
辺
に
出
て
、
早
蕨
を
摘
む
場
面
が
あ
る
（
図
20
）。『
和
漢
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●図 19：西川祐信筆「春の野遊図」左幅（ニュー
オータニ美術館蔵）



朗
詠
集
』（
一
〇
一
二
年
頃
成
立
）

収
載
の
詩
歌
を
絵
本
化
し
た
も
の

で
、
画
中
に
は
漢
詩
と
和
歌
が
記

さ
れ
る
。
和
歌
に
は
「
岩
そ
そ
ぐ

垂た
る
ひ水
の
う
へ
の
さ
わ
ら
び
の　

も

え
い
づ
る
は
る
に
な
り
に
け
る
か

な
」
と
志
貴
皇
子
の
『
万
葉
集
』

所
収
の
歌
が
書
か
れ
る
。
当
世
風

俗
の
女
性
群
像
で
あ
る
が
、
描
か

れ
た
背
景
に
は
古
典
和
歌
の
世
界

が
あ
る
。
た
だ
し
本
図
の
水
流
に

は
蛇
行
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。

同
じ
く
『
絵
本
寝
覚
種
』
に
、
水
が
蛇
行
し
て
流
れ
る
野
辺
で
蓮
華
草
を

摘
む
女
性
た
ち
を
描
く
場
面
が
あ
る
（
図
21
）。
画
中
に
は
「
西
施
が
顔
色

は
今
何
か
在
る
、
春
の
風
の
百
草
の
頭ほ

と
り
に
在
る
べ
し
」
と
『
和
漢
朗
詠
集
』

に
収
め
ら
れ
た
中
唐
の
詩
人
・
元げ

ん

稹じ
ん

の
詩
が
書
か
れ
る
。
若
菜
を
摘
む
女
性

た
ち
は
中
国
の
美
女
・
西
施
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
祐
信
絵
本
を

見
る
と
春
の
野
辺
と
水
流
、
若
菜
は
、
和
漢
の
古
典
世
界
を
源
泉
と
す
る
モ

テ
ィ
ー
フ
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
祐
信
の
肉
筆
画
に
描
か
れ
た
春
の
野

辺
、
水
流
、
蓮
華
草
、
佇
む
美
人
と
い
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
、「
若
菜
摘
み
」

に
ま
つ
わ
る
古
典
イ
メ
ー
ジ
の
介
在
が
あ
る
も
の
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

② 

夏
と
水
流

四
季
折
々
の
行
事
や
遊
び
を
題

材
と
し
た
祐
信
の
画
巻
が
あ
る
。

そ
の
夏
の
場
面
に
、
水
流
の
畔
で

納
涼
す
る
美
人
が
描
か
れ
て
い
る

（
図
22
）。
柳
の
下
に
涼
み
床
を
出

し
て
、
緋
毛
氈
を
敷
い
て
団
扇
で

扇
ぎ
な
が
ら
寛
ぐ
美
人
た
ち
の
姿

で
あ
る
。

類
似
す
る
図
様
を
祐
信
画
『
絵
本

都
草
紙
』（
延
享
三
年
〈
一
七
四
六
〉）

に
見
出
せ
る
（
図
23
）。
水
車
が
回

る
水
流
の
畔
で
、
夕
涼
み
す
る
三
人
の
美
人
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
京
都

の
四
季
風
俗
を
当
世
風
に
描
い
た
絵
本
の
一
図
で
、
泉
辺
の
納
涼
、
水
辺
の

蛍
、
な
で
し
こ
と
い
っ
た
夏
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
夏
の
季
語
で
あ
る
。

『
絵
本
寝
覚
種
』
の
な
か
に
も
、
四
条
河
原
の
涼
み
床
の
場
面
が
あ
る
（
図

24
）。
蛇
行
す
る
水
流
の
畔
の
涼
み
床
と
は
様
子
が
異
な
り
、
大
々
的
に
宴

席
を
催
す
茶
屋
の
涼
み
床
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
当
世
風
俗
を
い
か
に
も
表

し
た
よ
う
な
絵
で
も
、
源
泉
的
に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
歌
が
あ
る
。「
し

た
く
ヾ
る
水
に
秋
こ
そ
通
ふ
ら
し　

む
す
ぶ
泉
の
て
さ
へ
す
ヾ
し
き
」
と
画

中
に
書
か
れ
る
の
は
、
三
十
六
歌
仙
の
ひ
と
り
中
務
の
「
泉
」
を
題
に
し
た
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●上／図 20・下／図 21、西川祐信画『絵本寝覚種』（国立国会
図書館蔵）



和
歌
で
、
掬
い
上
げ
た
水
の
冷
た
さ
に

秋
の
風
情
を
詠
む
。
画
面
で
は
そ
の
ひ

ん
や
り
と
し
た
水
の
感
覚
を
、
当
世
風

俗
の
涼
み
床
を
楽
し
む
と
き
の
身
近
な

感
覚
に
重
ね
て
い
る
。
背
後
に
は
、
平

安
文
化
に
育
ま
れ
た
「
納
涼
」
を
め
ぐ

る
感
性
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
古
典

人
物
画
と
し
て
描
く
だ
け
で
は
な
く
、

当
世
の
感
覚
に
置
き
換
え
て
表
現
す
る

の
が
祐
信
の
趣
向
で
あ
る
。

祐
信
の
肉
筆
画
に
は
、
水
辺
で
蛍
狩

り
を
楽
し
む
美
人
を
描
く
作
品
も
あ
る

（
図
25
）。
扇
状
の
画
面
を
横
断
す
る
水

流
と
そ
の
畔
で
の
蛍
狩
り
、
な
で
し
こ

な
ど
、
夏
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
散
り
ば
め

ら
れ
る
。
し
か
し
美
人
の
背
後
に
あ
る

柳
の
季
語
は
春
で
あ
る
。
柳
は
水
辺
に

植
え
る
樹
木
で
あ
り
、
同
じ
く
水
辺
に

生
息
す
る
蛍
を
描
く
美
人
画
に
柳
を
取

り
合
わ
せ
る
例
は
多
い
。
ま
た
柳
下
で

納
涼
す
る
美
人
図
も
画
題
と
し
て
定
着

し
て
い
る
（
図
22
）。
和
歌
の
世
界
で

は
柳
は
春
の
季
語
で
あ
る
が
、
夏
の

景
物
に
柳
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く

経
緯
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

水
流
の
上
を
蛍
が
飛
び
交
う
図
様

は
『
絵
本
寝
覚
種
』
の
な
か
に
も
あ

る
（
図
26
）。
画
中
の
「
つ
ヽ
め
ど
も

か
く
れ
ぬ
も
の
は
な
つ
む
し
の　

身

よ
り
あ
ま
れ
る
お
も
ひ
な
り
け
り
」

と
い
う
和
歌
は
、
平
安
時
代
の
和
歌

説
話
集
『
大
和
物
語
』
第
四
十
段
「
ほ

た
る
」
に
原
歌
が
あ
り
、『
和
漢
朗

詠
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
心
に

秘
め
て
も
溢
れ
出
て
し
ま
う
恋
心
を

蛍
か
ら
発
せ
ら
れ
る
光
に
擬
え
て
い

る
。
漢
詩
は
元
稹
の
作
で
「
蛍
光
乱

れ
飛
ん
で
、
秋
已す

で

に
近
し
、
辰
星
早

く
没
し
て
夜
初
め
て
長
し
」
と
い
う

晩
夏
の
蛍
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。

水
辺
の
蛍
や
納
涼
は
和
歌
の
季

語
で
あ
り
、
古
典
を
淵
源
と
す
る
モ

テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
祐
信
の
肉
筆
画
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●右下／図 23：西川祐信画『絵本都
草紙』（国立国会図書館蔵）

●左下／図 24：西川祐信画『絵本寝
覚種』（国立国会図書館蔵）

●右／図 22：西川祐信筆「四季風俗
図巻」部分（ボストン美術館蔵）



で
は
当
世
風
俗
の
美
人
画
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
水
辺
を
め
ぐ
る
美
人
図
を

構
成
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
解
釈
す
る
と
、
古
典
世
界
と
の
親
し
さ
が
浮
か
ん

で
く
る
の
で
あ
る
。

『
絵
本
寝
覚
種
』（
図
26
）
な
ど
の
祐
信
絵
本
を
見
る
と
、
緩
急
さ
ま
ざ
ま

な
水
流
の
姿
や
表
情
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
絵
本
で
は
抽
象
化
さ
れ
た

水
流
だ
け
が
描
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
詩
歌
の
内
容
が
絵
に
影
響
す
る
た

め
か
、
多
く
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
き
込
ま
れ
て
、
絵
本
で
は
い
さ
さ
か
説
明

的
な
描
写
と
な
る
。
し
か
し
肉
筆
画
の
場
合
、
説
明
的
に
描
写
す
る
ば
か
り

で
は
絵
と
し
て
成
立
し
な
い
。
独
立
し
た
一
枚
の
絵
画
と
し
て
鑑
賞
に
堪
え

る
だ
け
の
完
成
度
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
モ
テ
ィ
ー
フ
を
絞
り
、
そ

れ
を
効
果
的
に
配
置
す
る
構
成
力
が
問
わ
れ
て
く
る
。
祐
信
の
描
く
肉
筆
画

の
水
辺
の
美
人
図
は
モ
テ
ィ
ー
フ
が
絞
ら
れ
て
お
り
、
余
計
な
も
の
を
描
か

な
い
簡
潔
さ
が
あ
る
。
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
表
現
も
、
肉
筆
画
と
し
て
の
視

覚
効
果
を
狙
っ
て
選
択
さ
れ
た
か
た
ち
な
の
だ
ろ
う
。
祐
信
絵
本
に
見
ら
れ

る
水
流
表
現
と
肉
筆
画
の
そ
れ
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
媒
体
の
違
い
が

絵
と
し
て
の
表
現
の
違
い
と
な
っ
て
表
れ
て
く
る
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ
る

の
で
あ
る
。

③ 

秋
と
水
流

「
茸た

け

狩が

り
」
に
繰
り
出
し
た
美
人
が
、
年
か
さ
の
女
性
に
水
流
で
足
を
洗

わ
せ
る
場
面
を
描
く
祐
信
作
品
が
あ
る
（
図
27
）。
水
流
は
な
だ
ら
か
に
う

ね
り
、
岸
辺
に
も
岩
や
点
苔
が
描
か
れ
る
な
ど
、
祐
信
の
ほ
か
の
作
品
に
較

べ
る
と
水
辺
の
表
情
が
豊
か
で
あ
る
。

「
茸
狩
り
」
を
め
ぐ
る
文
脈
は
秋
の
季
語
に
辿
れ
る
。『
古
今
和
歌
集
』（
秋

歌
下
、
歌
番
号
三
〇
九
）
に
「
北
山
に
僧
正
遍
照
と
茸
が
り
に
ま
か
れ
り
け

る
に
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
に
続
い
て
、「
も
み
じ
葉
は
袖
に
こ
き
い
れ
て

も
て
い
で
な
む　

秋
は
限
り
と
見
む
人
の
た
め
」
と
い
う
素
性
法
師
の
詠

歌
が
あ
る
。
茸
狩
り
で
入
っ
た
山
中
の
紅
葉
が
と
て
も
美
し
い
の
で
、
秋
は

も
う
過
ぎ
た
と
思
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
袖
に
入
れ
て
持
ち
帰
ろ
う
、
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
ま
つ
か
ね
の
た
け
か
り
ゆ
け
ば
も
み
ぢ
は
を　

そ
で
こ
き
い
る
る
山
お
ろ
し
の
風
」
と
い
う
鎌
倉
時
代
初
期
の
歌
僧
・
寂
蓮

の
詠
歌
も
あ
る
。
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●下／図 26：西川祐信画『絵本寝覚種』（国立国会図書
館蔵）

●上／図 25：西川祐信筆「美人蛍狩図」（太田記念美術
館蔵）



「
茸
狩
り
」
は
古
典
世
界
に
季
語
を
辿
れ
る

が
、「
若
菜
摘
み
」
の
よ
う
な
和
歌
に
詠
ま
れ

る
典
型
的
な
題
で
は
な
く
、類
題
和
歌
集
の
『
題

林
愚
抄
』
に
も
歌
題
と
し
て
の
掲
載
は
な
い
。

む
し
ろ
当
世
的
な
行
楽
画
面
の
な
か
に
「
茸
狩

り
」
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
四
季
折
々
の
行
楽
を
描
い
た
当
世
風

俗
の
祐
信
肉
筆
画
巻
の
な
か
に
、
秋
の
行
楽
と
し

て
「
茸
狩
り
」
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
図

28
）。
ま
た
祐
信
の
『
絵
本
礒
馴
松
』（
元
文
三
年

〈
一
七
三
八
〉）
は
「
小
町
業
平
歌
問
答
」
を
当
世

風
俗
に
絵
本
化
し
た
も
の
で
、
優
劣
を
競
う
業
平

の
問
い
に
対
し
て
、
小
町
が
歌
で
返
答
す
る
と
い

う
内
容
を
も
つ
が
、
そ
の
な
か
に
「
茸
狩
り
」
の

画
面
が
あ
る
（
図
29
）。「
桜
狩
と
野
遊
び
と
は
、

い
ず
れ
が
す
ぐ
れ
け
る
ぞ
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、「
桜
が
り
こ
こ
ろ
の
か
よ
ふ
深
山
よ
り　

千

種
の
花
の
ま
じ
る
野
あ
そ
ひ
」
と
い
う
小
町
の

返
答
歌
が
詠
ま
れ
る
。
絵
で
は
桜
狩
り
を
楽
し
む

人
々
と
、
野
遊
び
（
茸
狩
り
）
を
楽
し
む
人
々
と

が
描
か
れ
て
い
る
。
本
来
、
野
遊
び
は
「
若
菜
摘

み
」
と
同
様
に
春
の
季
語
で
あ
る
が
、祐
信
は
「
桜

第１部　研究論文　　40

●右／図 27：西川祐信筆「茸狩り図」（MOA 美術館蔵）
●上／図 28：西川祐信筆「四季行楽図巻」部分（千葉市美

術館蔵）
●下／図 29：西川祐信画『絵本礒馴松』（国立国会図書館蔵）



狩
り
」
と
「
茸
狩
り
」
と
を
対
の
行
楽
と
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
の
問
答
は
後

世
の
偽
書
で
は
あ
る
が
、
小
野
小
町
と
業
平
の
歌
問
答
と
い
う
古
典
世
界
を
背

景
に
「
茸
狩
り
」
と
い
う
秋
の
行
楽
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
公
家
文
化
の
な
か
に
あ
っ
た
「
茸
狩
り
」
の
行
事
を
画
題
と
す
る
例

も
あ
る
。
幕
末
の
復
古
や
ま
と
絵
を
牽
引
し
た
絵
師
・
冷
泉
為
恭
（
一
八
二
三

～
六
四
）に
よ
る
安
政
四
年（
一
八
五
七
）に
完
成
し
た
大
樹
寺
の
障
壁
画
は
、

三
条
実
房
（
一
一
四
七
～
一
二
二
五
）
の
「
茸
狩
り
」
を
描
く
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
公
卿
た
ち
が
野
辺
で
茸
狩
り
を
す
る
様
子
が
、
広
大
な
襖
絵
十
六
面

の
な
か
に
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

祐
信
が
描
く
「
茸
狩
り
」
を
題
材
と
す
る
水
辺
の
美
人
図
（
図
27
）
は
、

美
人
が
脛
を
の
ぞ
か
せ
て
足
を
洗
う
意
味
深
長
な
姿
を
と
る
。
そ
の
意
味
す

る
内
容
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。
た
だ
「
茸
狩
り
」
は
和
歌
に
詠
ま
れ
、
単

な
る
世
俗
の
行
楽
で
は
な
い
雅
趣
を
含
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

水
流
と
美
人
と
を
取
り
合
わ
せ
る
図
像
の
背
景
を
読
み
解
く
と
、
季
語
を

介
し
て
古
典
和
歌
の
世
界
と
の
親
近
性
が
見
え
て
く
る
。
紹
介
し
た
祐
信
の

「
六
月
祓
図
」
も
夏
の
行
事
、
夏
の
季
語
で
あ
る
。
季
節
感
が
な
く
古
典
和
歌

の
世
界
と
は
異
質
な
文
脈
を
引
く
作
品
が
「
遊
女
と
茶
筅
図
」
で
あ
り
、
ま
た

「
久
米
仙
人
」
の
故
事
を
主
題
と
す
る
祐
信
の
「
高
士
と
美
人
図
」

16

な
ど
も

中
国
故
事
に
由
来
し
系
統
を
違
え
る
。

四
．
水
辺
と
人
物

① 

水
辺
の
男

最
後
に
人
物
が
物
思
い
に
ふ
け
る
様
子
で
水
辺
に
臨
む
図
像
の
淵
源
に
視

野
を
広
げ
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
水
辺
の
男
性
像
、次
に
女
性
像
を
見
て
ゆ
く
。

「
六
月
祓
図
」
の
図
像
が
収
載
さ
れ
て
い
た
祐
信
の
『
絵
本
筑
波
山
』（
享

保
十
五
年
〈
一
七
三
〇
〉）
に
は
、
四
季
折
々
の
題
詠
和
歌
が
収
載
さ
れ
る
。

そ
の
な
か
に
源
師
頼
（
一
〇
六
八
～
一
一
三
九
）
の
「
夏
の
日
も
い
づ
み
の

水
に
こ
と
よ
せ
て　

か
た
へ
涼
し
き
風
ぞ
吹
き
け
る
」
の
歌
意
絵
が
あ
る
。

「
泉
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
こ
の
和
歌
に
対
し
て
、
水
辺
に
佇
む
詠
者
と

思
わ
れ
る
男
性
（
師
頼
）
が
描
か
れ
る
（
図
30
）。
水
辺
の
柳
の
枝
は
風
に

な
び
き
、
画
中
の
男
性
も
風
を
避
け
る
よ
う
に
左
手
を
頭
に
か
ざ
す
。
夏
の

季
語
で
あ
る
「
泉
」
の
題
詠
和
歌
を
絵
に
す
る
と
き
、
祐
信
は
水
流
と
そ
の

畔
に
佇
む
男
性
を
描
く
。

同
じ
く『
絵
本
筑
波
山
』に
は「
初
冬
」を
題
と
す
る
藤
原
公
実（
一
〇
五
三

～
一
一
〇
七
）
の
和
歌
「
き
の
ふ
こ
そ
秋
は
く
れ
し
か
い
つ
の
ま
に　

岩
間

の
水
の
う
す
こ
ほ
る
な
ん
」
の
歌
意
絵
も
あ
る
。
岩
間
の
水
の
流
れ
を
見
つ

め
る
よ
う
に
畔
に
佇
む
男
性
、
お
そ
ら
く
詠
者
・
公
実
自
身
の
姿
が
投
影
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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*16

「
江
戸
の
人
物
画
」
展
覧
会
図
録
（
府
中
市
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
、
図
七
八
）
に
収
載
。



祐
信
の
『
絵
本
有
礒
海
』（
享
保
二
十
一
年
〈
一
七
三
六
〉）
も
歌
意
絵
集

で
あ
る
が
、
西
行
の
歌
「
風
吹
ば
花
の
し
ら
波
岩
こ
へ
て　

わ
た
り
わ
づ
ら

ふ
山
河
の
水
」
の
場
面
で
は
「
花
の
白
波
」
つ
ま
り
桜
の
花
び
ら
が
流
れ
る

水
流
と
、
水
辺
で
渡
り
あ
ぐ
ね
て
い
る
西
行
の
姿
が
あ
る
（
図
31
）。

祐
信
絵
本
を
見
る
と
水
辺
に
立
つ
男
性
像
と
い
う
の
は
水
辺
と
関
わ
る
和

歌
に
関
連
し
、
詠
者
の
姿
を
画
中
の
人
物
に
重
ね
る
。
歌
の
内
容
を
反
映
し
た

場
面
で
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
版
本
の
み
で
、
祐
信

の
肉
筆
画
に
は
水
辺
の
男
性
を
描
く
作
品
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。

題
詠
和
歌
と
は
異
な
る
文
脈
で
あ
る
が
、
水
辺
に
関
わ
る
画
題
に
「
曲
水

の
宴
」
が
あ
る
。
こ
の
行
事
は
中
国
に
由
来
す
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
記
録

が
あ
る
な
ど
、
古
く
日
本
の
宮
廷
行
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
に

は
過
去
の
行
事
と
な
っ
て
い
た
が
、
十
八
世
紀
末
以
降
「
曲
水
の
宴
」
が
活

発
に
絵
画
化
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
国
学
の
興
隆
と
の
関
連
が
指
摘
さ

れ
て
い
る

17
。
十
八
世
紀
前
半
期
に
活
躍
す
る
祐
信
に
関
し
て
は「
曲
水
の
宴
」

と
の
関
連
は
薄
く
、
管
見
の
限
り
肉
筆
画
や
版
本
に
積
極
的
に
取
り
上
げ
る

例
を
目
に
し
な
い
。

ま
た
『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
五
段
に
、
在
原
業
平
が

恋
心
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
御
手
洗
川
の
畔
で
禊
の
儀

式
を
す
る
場
面
が
あ
る
。
業
平
は
「
恋
せ
じ
と
み
た
ら

し
河
に
せ
し
み
そ
ぎ　

神
は
う
け
ず
も
な
り
に
け
る
か

な
」と
歌
を
詠
む
。
嵯
峨
本（
慶
長
十
三
年〈
一
六
〇
八
〉

再
刊
甲
種
本
）
で
は
、
蛇
行
す
る
水
流
と
そ
の
畔
に
祓

の
具
が
並
べ
ら
れ
、
二
人
の
男
が
儀
式
を
行
っ
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
る

（
図
32
）。
こ
の
場
面
は
後
に
光
琳
が
描
い
て
、
そ
の
図
様
が
琳
派
の
絵
師
に

継
承
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
祐
信
は
『
改
正
伊
勢
物
語
』（
延

享
四
年
〈
一
七
四
七
〉）
で
こ
の
場
面
を
絵
に
す
る
が
（
図
33
）、
嵯
峨
本
の

図
様
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

18
。
画
面
で
は
抽
象
化
さ
れ
た

蛇
行
す
る
水
流
と
、
そ
の
畔
に
業
平
を
は
じ
め
と
す
る
三
人
の
人
物
を
配
す
る
。

水
流
を
部
分
で
断
ち
切
り
、
そ
の
畔
に
人
物
を
描
く
構
図
は
、
祐
信
の
「
六
月

祓
図
」
な
ど
の
図
様
と
通
じ
る
。

同
じ
く
『
伊
勢
物
語
』
第
百
六
段
で
は
、
龍
田
川
の
畔
で
「
ち
は
や
ふ

る
神
代
も
聞
か
ず
龍
田
河　

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く

る
と
は
」
と
男
が
歌
を
詠

む
場
面
が
あ
る
。
嵯
峨
本

で
は
川
面
に
浮
か
ぶ
紅
葉

と
そ
の
畔
に
立
つ
男
た
ち
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●上／図 30：西川祐信画『絵本筑
波山』（国立国会図書館蔵）

●下／図 31：西川祐信画『絵本有
礒海』（国立国会図書館蔵）



が
描
か
れ
る
。

漢
画
の
画
題
に
目
を
向
け
れ
ば
、
水
流
に
臨
む
男
性
像
は
別
の
文
脈
も
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ひ
と
つ
の
文
脈
と
し
て
、
水
辺
の
男

性
像
は
古
典
世
界
と
親
密
な
関
係
に
あ
り
、
物
語
絵
、
歌
意
絵
の
な
か
で
培

わ
れ
た
図
像
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

② 

水
辺
の
女

祐
信
の
『
絵
本
筑
波
山
』
に
は
「
水
辺
菊
」
と
題
さ
れ
る
為
道
女
の
和
歌

が
収
載
さ
れ
て
い
る
。「
た
え
ず
行
く
谷
の
下
水
そ
こ
す
み
て　

千
世
の
か

げ
見
る
し
ら
菊
の
は
な
」
と
詠
歌
が
あ
り
、

菊
が
咲
き
乱
れ
る
水
辺
に
為
道
女
と
お
ぼ
し

き
女
が
侍
女
と
佇
む
（
図
34
）。
水
辺
の
菊
を

題
と
す
る
歌
意
絵
で
あ
る
。

ま
た
和
歌
を
典
拠
と
す
る
だ
け
で
な
く
、

謡
曲
絵
や
物
語
絵
の
な
か
で
水
辺
の
女
を
描

く
例
も
あ
る
。
謡
曲
「
桜
川
」
は
世
阿
弥
作

の
狂
女
物
で
、
貧
し
さ
か
ら
身
を
売
っ
た
桜

子
が
、
常
陸
の
桜
川
で
、
子
を
探
し
て
狂
女
と
な
っ
た
母
と
再
会
す
る
物

語
で
あ
る
。
母
は
桜
川
に
流
れ
る
桜
花
を
網
で
掬
い
上
げ
て
狂
い
興
じ
る

が
、
僧
が
母
だ
と
悟
り
桜
子
と
引
き
合
わ
せ
る
。
母
が
水
辺
で
桜
を
網
で
掬

う
場
面
が
絵
画
化
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
期
の
杉
村
治
兵
衛
作
と
さ
れ
る
墨
摺

絵
が
あ
る
（
図
35
）

19
。
ま
た
祐
信
も
艶
本
『
好
色
一
代
能
』（
正
徳
六
年

〈
一
七
一
六
〉）
で
、
横
本
の
見
開
き
画
面
に
、
桜
が
流
れ
る
水
流
と
そ
の
畔

で
男
と
戯
れ
る
母
を
描
い
て
い
る
（
図
36
）。
母
は
持
物
の
網
を
脇
に
置
い

て
の
交
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
謡
曲
を
主
題
と
す
る
水
流
モ
テ
ィ
ー
フ
の
変
奏

で
あ
る
。
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亀
田
和
子
「
風
俗
〈
曲
水
宴
図
〉
の
思
想
と
変
容
―
月
岡
雪
斎
と
窪
俊
満
を
例
と
し
て
」（『
風
俗
絵
画
の
文
化
学
』
二
〇
〇
九
年
、
思
文
閣
出
版
）

*

*

*18

前
掲
注
十
七
（
亀
田
氏
論
文
）

*

*

*19

『
秘
蔵
浮
世
絵
大
観　

第
三
巻　

大
英
博
物
館
Ⅲ
』（
講
談
社
、
一
九
八
八
年
、
二
〇
五
頁
）

●上／図 32：『伊勢物語』（嵯峨本再刊
甲種本、鉄心斎文庫蔵）

●下／図 33：西川祐信画『改正伊勢物
語』（関西大学図書館蔵）



物
語
絵
の
な
か
で
水
辺
の
女
を
描
く
例
と
し
て

は
、
や
は
り
『
伊
勢
物
語
』
が
著
名
で
あ
ろ
う
。

第
五
十
段
「
鳥
の
子
」
は
、
お
互
い
に
浮
気
性
で

い
な
が
ら
相
手
こ
そ
が
浮
気
性
な
の
だ
と
言
い
争

う
男
女
の
こ
と
を
述
べ
た
段
で
あ
る
。
女
が
「
ゆ

く
水
に
数
か
く
よ
り
も
は
か
な
き
は　

思
は
ぬ
人

を
お
も
ふ
な
り
け
り
」
と
相
手
の
男
に
歌
を
返
す
。

俵
屋
宗
達
（
？
～
一
六
四
〇
年
頃
）
の
伊
勢
物

語
絵
で
は
、こ
の
歌
意
を
絵
に
し
て
い
る（
図
37
）。

女
は
手
に
筆
を
持
っ
て
水
流
に
数
を
書
く
。「
遊

女
と
茶
筅
図
」
で
禿
が
茶
筅
を
水
流
に
浸
す
仕
草

を
し
て
い
た
が
（
図
４
）、
水
流
に
手
に
持
っ
た

何
か
を
浸
し
て
、
そ
の
場
面
を
絵
に
す
る
と
い
う

発
想
は
、「
鳥
の
子
」
あ
た
り
が
先
例
に
想
定
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
水
流
に
文
字
を
書
く
場

面
は
、
長
ら
く
版
本
の
『
伊
勢
物
語
』
の
挿
絵
と

し
て
描
き
継
が
れ
て
き
た

20
。

例
え
ば
嵯
峨
本
で
は
水
辺
に
寄
っ
て
、
筆
を
手

に
し
て
水
に
文
字
を
書
く
ひ
と
り
の
女
が
描
か
れ

て
い
る
（
図
38
）。
師
宣
の
『
新
板
伊
勢
物
語
頭

書
抄
』（
延
宝
七
年
〈
一
六
七
九
〉）
で
は
、
蛇
行

す
る
水
流
の
畔
で
文
字
を
書
こ
う
と
佇
む
女
を
描

く
（
図
39
）。
女
は
ひ
と
り
の
侍
女
と
と
も
に
水

辺
に
立
つ
。
大
坂
の
絵
師
・
寺
井
重
房
（
生
没
年

不
詳
、
祐
信
門
人
カ
）
の
『
伊
勢
物
語
大
成
』（
宝

暦
三
年
〈
一
七
五
三
〉）
で
は
、
女
は
ひ
と
り
の

侍
女
と
と
も
に
、
蛇
行
す
る
水
流
の
畔
に
腰
を
下

ろ
し
て
文
字
を
書
こ
う
と
す
る
（
図
40
）。
抽
象

化
さ
れ
た
水
流
の
か
た
ち
と
人
物
の
配
置
な
ど
、

祐
信
の
描
く
水
辺
に
佇
む
美
人
図
と
通
じ
る
。
京

都
の
絵
師
・
下
河
辺
拾
水
（
？
～
一
八
〇
一
年
頃
）

の
『
新
板
伊
勢
物
語
』（
明
和
四
年
〈
一
七
六
七
〉）

で
は
、「
鳥
の
子
」
の
場
面
が
古
典
風
俗
か
ら
当
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●上／図 35：「風流絵尽」（大英博物
館蔵）

●中／図 36：西川祐信画『好色一代
能』（国際日本文化研究センター蔵）

●下／図 37：俵屋宗達筆「伊勢物語
図色紙」

●右／図 34：西川祐信画『絵本筑波
山』（国立国会図書館蔵）



世
風
俗
に
転
換
さ
れ
て
い
る
（
図
41
）。
佇
む
美

人
は
祐
信
の
「
六
月
祓
図
」
の
美
人
と
姿
が
よ
く

似
て
お
り
、
し
ゃ
が
ん
で
見
上
げ
る
も
う
ひ
と
り

の
美
人
は
、「
遊
女
と
茶
筅
図
」
の
禿
の
姿
と
重
な

る
。
祐
信
の
肉
筆
画
の
構
図
や
表
現
が
、
祐
信
後

の
水
流
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
伊
勢
物
語
絵
に
重

ね
ら
れ
て
ゆ
く
と
い
う
興
味
深
い
展
開
が
見
え
る
。

水
辺
の
女
の
像
は
男
性
像
と
同
様
に
、
歌
意
絵

や
物
語
絵
、
謡
曲
絵
な
ど
古
典
世
界
に
通
じ
る
傾

向
が
見
え
て
く
る
。
中
国
の
美
人
画
な
ど
は
別
文

脈
で
水
辺
の
美
人
図
が
描
か
れ
る
が

21
、
祐
信
の

美
人
画
を
基
点
と
し
て
眺
め
る
と
き
、
美
人
の
姿

が
当
世
風
で
あ
ろ
う
と
も
古
典
世
界
と
の
親
し
さ

が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に 

　
祐
信
画
に
み
る
水
流
と
美
人 

　

―
〈
大
和
絵
師
〉
祐
信

『
正
徳
雛
形
』
の
序
文
な
ど
で
「
大
和
絵
師
」

を
名
乗
る
祐
信
は
、
絵
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
ど

の
よ
う
な
要
素
を
大
切
に
守
り
、
自
ら
を
「
大
和

絵
師
」
と
位
置
づ
け
て
そ
う
名
乗
っ
た
の
か
、
と

い
う
疑
問
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
。

祐
信
の
故
事
絵
本
『
絵
本
倭
比
事
』（
寛
保
二
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版
本
の
伊
勢
物
語
絵
に
つ
い
て
は
、
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』（
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
し
大
き
な
示
唆
を
得
た
。

*

*

*21

例
え
ば
西
施
が
水
辺
で
薄
絹
を
洗
う
「
西
施
浣
紗
図
」（
円
山
応
挙
筆
）
な
ど
。

●上／図 38：『伊勢物語』（嵯峨本再刊甲種本、鉄心斎
文庫蔵）

●右／図 39：菱川師宣画『新板伊勢物語頭書抄』（鉄
心斎文庫蔵）

●中／図 40：寺井重房画『伊勢物語大成』（鉄心斎文
庫蔵）

●左／図 41：下河辺拾水『新板伊勢物語』（関西大学
図書館蔵）



年
〈
一
七
四
二
〉）
の
序
文
に
は
、「･･･

吾
朝
に
名
あ
る
景
地
秀
歌
に
聞
お

よ
び
し
事
、
或
は
堪
能
の
歌
人
、
風
雅
の
故
人
、
あ
る
ハ
世
の
人
口
に
あ
る
、

故
事
ど
も
相
集
て
、
和
比
事
と
題
せ
る
を･･･

」
と
あ
り
、
吾
朝
、
つ
ま
り

日
本
の
故
事
の
み
を
集
め
て
編
纂
し
た
こ
と
が
祐
信
自
身
に
よ
っ
て
主
張
さ

れ
る
。
そ
れ
は
『
絵
本
倭
比
事
』
以
前
の
故
事
絵
本
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
中
国
の
故
事
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
題
に
「
倭
」
と
冠
す

る
こ
と
も
「
漢
」
に
対
す
る
「
倭
＝
日
本
」
の
意
識
表
明
と
受
け
取
れ
る
。

祐
信
の
日
本
へ
の
拘
り
を
感
じ
さ
せ
る
一
節
で
あ
る
。

祐
信
の
作
品
で
水
流
に
人
物
を
添
え
て
描
く
図
像
が
、
古
典
世
界
と
の
親

し
さ
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
本
稿
で
は
指
摘
し
て
き
た
。
特
に
水
辺
の
人

物
像
に
は
和
歌
の
情
趣
を
視
覚
化
す
る
歌
意
絵
が
版
本
に
は
多
く
、
歌
意
絵

が
肉
筆
画
化
さ
れ
た
美
人
画
の
例（「
六
月
祓
図
」図
１
・
図
３
）も
紹
介
し
た
。

歌
意
絵
で
は
な
い
に
し
ろ
水
流
を
背
景
と
す
る
祐
信
の
美
人
画
に
は
、
和
歌

の
季
語
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。
和
歌
の
情
趣
を
絵
に
す
る
、
そ
れ
は
月

次
絵
以
来
の
や
ま
と
絵
の
基
本
的
な
姿
勢
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
や
ま
と
絵
の

心
に
当
世
風
の
か
た
ち
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
、
祐
信
の
作
画
姿
勢
の
一

端
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
抽
象
化
さ
れ
た
水
流
の
か
た
ち
の
源

を
辿
れ
ば
、
や
ま
と
絵
の
水
流
表
現
に
行
き
着
い
た
。
祐
信
に
と
っ
て
水
流

と
は
、
絵
の
な
か
に
雅
趣
を
も
た
ら
す
た
め
の
ひ
と
つ
の
装
置
で
あ
っ
た
と

理
解
し
た
い
。

一
方
で
「
流
れ
を
立
て
る
」
と
い
う
遊
女
の
故
事
を
題
材
と
す
る
肉
筆
画

で
は
、
水
流
に
茶
筅
を
浸
す
と
い
う
や
ま
と
絵
の
文
脈
と
は
異
質
な
要
素
を

介
入
さ
せ
る
。
水
流
を
「
流
れ
」
と
い
う
儚
い
遊
女
の
身
の
上
を
暗
示
す
る

モ
テ
ィ
ー
フ
に
擬
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
事
自
体
は
先
に
言
及
し
た
よ
う

に
『
曾
我
物
語
』
巻
五
に
「
な
が
れ
を
た
つ
る
あ
そ
び
者
」
と
あ
り
、
物
語

が
成
立
し
た
中
世
に
は
少
な
く
と
も
淵
源
が
辿
れ
る
。
し
か
し
や
ま
と
絵
の

文
脈
に
は
与
せ
ず
、
遊
女
と
い
う
属
性
が
呼
び
込
ん
だ
異
質
な
文
脈
で
あ
る
。

茶
筅
と
水
流
と
の
取
り
合
わ
せ
は
、
友
禅
の
扇
の
意
匠
に
先
例
の
あ
る
こ
と

が
『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』（
貞
享
五
年
〈
一
六
八
八
〉）
や
『
傾
城
色
三
味
線
』

（
元
禄
十
四
年
〈
一
七
〇
一
〉）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
そ

れ
は
十
七
世
紀
後
半
期
に
友
禅
を
中
心
と
す
る
文
化
圏
で
共
有
さ
れ
た
機
知

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
遊
女
の
意
気
地
を
判
じ
物
の
よ
う
に
表
す
そ
の
機
知

が
、
十
八
世
紀
前
半
期
に
活
躍
す
る
祐
信
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意

味
を
、
継
承
者
と
し
て
捉
え
る
か
、
復
興
者
と
し
て
捉
え
る
か
、
そ
れ
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

や
ま
と
絵
の
近
世
的
な
変
奏
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
が
祐
信
の
絵
画
で
あ

り
、
ま
た
祐
信
が
生
き
た
時
代
の
新
し
い
感
性
や
意
識
の
流
入
に
よ
り
変
容

を
遂
げ
る
の
も
、
祐
信
の
絵
画
な
の
で
あ
ろ
う
。

※
図
版
は
以
下
の
文
献
か
ら
転
載
し
た
。

•
図
８
「
菱
川
師
宣
展
」
展
覧
会
図
録
（
千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

•
図
13
『
琳
派
』
第
四
巻
（
紫
紅
社
、
一
九
九
一
年
）
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